
emiTag の使い方

1.emiTag の装着方法

右図のように、 腕に装着します。

マジックテープで簡単に装着することが可能です。

2.emiTag の動作確認

emiTag の動作確認は、 会場に設置される emiTag ユニットで各自行っていただくものと

スタート 3 分前枠に入る際に行われるスタッフチェックの二回実施されます。

emiTag をユニットに近づけると、 下図の緑丸のライト部分が点滅します。

点滅が確認されなかった場合、 受付またはスタート地区にいるスタッフにお声がけください。

emiTag を変更いたします。

3. スタートについて

スタートステーションはありません。

スタートは内のデータとして出走時刻が記録されています。

スタートチャイマーの合図と同時に競技を開始してください。

わからないことがあったら、 近くのスタッフへ

声かけてみるんだまる！

SI と大きく異なるのは

音が鳴らないことかな、、、 ？



4. 競技中について

emiTag はステーションから 0-50cm の間で反応します。

パンチはタッチフリーです。

コントロール番号は真横から確認できないため近づいて確認してください。

コントロール番号を確認したのち下図のようにユニットに emiTag のついた手首を近づけてください。

パンチが確認されると、 LED ライトが５秒間点滅します。

音はならないため、 ライトが点滅したかどうかを必ず目視で確認してください。

ライトが点滅しなかった場合、 地図のリザーブ欄にアナログパンチをお願いします。

また、 異なるコントロールで emiTag が反応した場合、 その後正しいコントロールを回れば

完走が認められます。

emiTag 使用の動画による説明はこちらです。 https://www.youtube.com/watch?v=yYC8H25Nt3s

5. フィニッシュについて

フィニッシュはタッチフリーです。

ライトの点滅を確認したら直ちにユニットから離れてください。

emiTag が反応し終わった時のタイムが、 最終タイムとなります。

6. 計センについて

同時に複数の emiTag を読み取り機に近づけないでください。

スタッフの指示があるまでお待ちください。

参考　INSTRUCTIONS FOR COMPETITORS USING TOUCH-FREE PUNCHING IN SKI-O

https://emit.no/support-base/instructions-for-competitors-using-touch-free-punching-in-ski-o/）


